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Ⅰ．基本方針

2008 年の金融危機に端を発した世界経済の後退と自動車市場の低迷，それに伴う自動

車産業界の研究開発費の削減，行政支出の見直しなど，構造変化の影響を受け、2010 年

度の研究所を取り巻く経営環境は厳しいものとなった。さらに，年度末には，未曾有の東

日本大震災が起こり，日本の産業に大きな打撃を与え，国内の自動車産業も自動車生産台

数が大幅に落ち込んだ。このような構造変化に対応するために，受託研究・試験の維持確

保，徹底した支出の削減に努めながら，研究所のビジョンである「先進的な研究に挑み，

世界のクルマ社会に貢献する JARI」を実現するため，第 3 期長期運営方針の初年度とし

て，実行計画に沿って具体的な方策を実施した。

第 3期長期運営方針の骨子を，下記に示す。

先進的な研究に挑み，世界のクルマ社会に貢献するために

・世界をリードする先進的な研究に挑む

・社会のニーズに応える成果を生み出す

・積極的に情報を発信する

・人材育成と組織活性化

・運営目標の実現

Ⅱ．事業の概要

研究所を取巻く環境の構造変化に対応して，社会ニーズを反映した重点研究分野の見直

しや EV 充電器の製品認証など新規事業分野への進出を図るとともに，低炭素社会の実現

や地球温暖化防止，資源枯渇などエネルギー問題，高齢者の増加に伴う交通安全問題，

ITS の安全や省エネルギーへの活用など自動車社会が抱える多くの技術的課題の解決に向

けて，活発に事業活動を展開した。

１) 新たに策定した長期運営方針，中長期事業計画，重点実施事項等に関して，着実に推

進し，それぞれの目標を達成した。

２) 研究・試験事業については，政府目標や社会ニーズを注視して，地球温暖化防止，電

動車両・電池・燃料電池，環境負荷低減，アジア地域の環境政策提言，予防安全対

策・評価，交通事故件数の削減および事故被害の軽減，高齢者の交通安全，衝突安

全性評価，エネルギーITS，自動車の電子化，生活支援ロボットの安全性評価の分野

について重点的に実施した。

３) 環境及び品質マネジメントシステムに係る審査を通して，自動車関連企業の効果的な

事業活動に貢献すべく，審査登録事業を実施した。
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４) JNX 事業では，自動車産業界共通ネットワーク（JNX）の運営管理及び普及活動を一

般社団法人 日本自動車工業会，社団法人 日本自動車部品工業会と連携して実施し

た

５) 所報「自動車研究」やホームページの活用，賛助員への説明会、および各種フォーラ

ム・セミナーなどを開催して，情報の開示を積極的に行った。

６) 非営利性が徹底された一般法人への移行に向けて，新法人最初の評議員の選任方法を

機関決定するとともに，2012 年 4 月の新法人登記に向けて移行申請の準備を行った。

Ⅲ．組織運営

当研究所運営のための構成は，

(1) 役員名簿

(2) 評議員名簿 （平成 23 年 3月 31 日現在）

(3) 組織図（最新版）に示すとおりである。

Ⅳ．研究・試験事業

研究・試験事業については，「次世代自動車戦略 2010」や「第８次交通安全基本計

画」などへの貢献，アジア地域への環境政策提言，さらに自動車社会の諸課題に関する

関連産業界，学会を含めた社会からの幅広いニーズに応えるため，以下の分野について

重点的に実施した。

◇環境・エネルギー

・低炭素社会の実現

・エネルギー問題への対応

・地球温暖化防止

・環境負荷低減

・アジア地域への環境政策提言

◇予防安全・衝突安全

・衝突安全性評価

・交通事故件数の削減および事故被害の軽減

・高齢者の交通安全

・予防安全対策・評価

◇ITS（高度道路交通システム）

・エネルギーITS
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・自動車の利用環境向上

◇ロボット

・生活支援ロボットの安全性評価

１)分野毎研究活動

a) 環境・エネルギーに関する分野では，「燃料電池自動車の実証試験および基準・標

準化に係る研究」，「次世代自動車用蓄電池に関する研究」，「排出ガス・燃費試験法

の国際基準調和に関する研究」，「ナノ粒子の粒径別組成分析技術に関する研究」，

「排出ガスの健康影響に関する研究」，「二輪車の加速騒音試験法に係る研究」など

を行った。

b) 予防安全・衝突安全に関する分野では，「高齢者の運転特性に関する研究」，「衝突

予知警報装置とドライバー挙動に関する研究」，「人体の損傷メカニズム解明のため

のインパクトバイオメカニクスに関する研究」，「歩行者保護，前面・側面衝突など

各種衝突試験法に関する研究」，「高齢者の人体衝撃特性に関する研究」，「自動車ア

セスメントに係る安全性能に関する研究」などを行った。

c) ITS に関する分野では，「エネルギーITS に関する研究」，「自動車の電子部品の機能

安全に関する研究」などを行った。

d) ロボットに関する分野では，「生活支援ロボットの安全性検証手法の研究開発」を

行った。

e) 自動車全体に係る分野では，より広範囲でグローバルな視野から自動車産業やエネ

ルギーの課題を克服すべく「アジア諸国の基準調和と環境対策の政策提言に関する

研究」，「高齢者に優しい自動車開発に係る調査」，「将来自動車エネルギー分析モデ

ルに関する研究」などを行った。

２)自主研究への取り組み

自主研究を研究で終わらせず，次の研究事業につなげることを主眼におき，「先取

り」との位置付けで自主研究に取り組んだ。また，自主研究の範囲は，従来の重点研

究分野とともに新たな事業を創出するための研究も，その範疇とした。代表的な自主

研究課題は，「再生可能エネルギーによる燃料合成に関する研究」，「走行中の自動車

への非接触給電技術に関する研究」，「環境大気中の二次汚染物質の測定と動態解析に

関する研究」，「隊列走行システムの実用化に関する研究」，「アジアの大都市交通量分

析手法に関する研究」，「プリクラッシュ時における乗員挙動および保護装置の効果に

関する研究」，「EV/PHEV 用普通充電器の製品認証に係る事業」などを実施した。

３)諸官公庁への対応

諸官公庁からの要請に対して，以下の研究，試験，調査活動を行った。
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◇ 経済産業省関連（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構，他関連機

関を含む）

「次世代自動車用高性能蓄電池基盤技術の研究開発」，「エネルギーITS 推進事業」，

「燃料電池セル評価解析の共通基盤技術開発」，「水素・燃料電池自動車の基準・標準

化に係る研究開発」，「燃料電池システム等実証研究」，「生活支援ロボットの安全性検

証手法の研究開発」，「自動車電子技術の動向調査」，「日尼経済連携協定に係る尼既存

機関の R&D 機能強化に関する研究」ほか

◇ 国土交通省関連（独立行政法人 自動車事故対策機構，他関連機関を含む）

「車両安全に資するための医工連携による交通事故の詳細分析に係る調査」，「自家

用自動車の低燃費運転支援技術に関する調査」，「エアコン燃費影響評価方法策定に関

する調査」，「自動車の衝突安全性能を確認する試験機器の構造及び性能調査」，「飲酒

運転防止対策に関する調査」，「先進安全自動車（ASV）安全運転支援システムに関す

る調査」，「自動車安全対策のマネジメントサイクルの推進に係る調査」，「排出ガス低

減装置に係る調査」，「乗用車等の排出ガス・燃費国際調和試験方法に係る調査」ほか

◇ 環境省関連

「タイヤ単体騒音実態調査」，「タイヤ磨耗由来の微小粒子状物質に関する調査」，

「自動車からの有害大気汚染物質等の排出実態調査」ほか

◇ 文部科学省関連

「追突警報システムの利便性向上による追突防止効果促進に必要な警報タイミング

に関する研究」，「自然な運転状況の中での人間－機械双中心型多層的追突回避マネジ

メントに関する研究」ほか

◇ 総務省関連

「700MHz 帯センターレスプローブ情報システムの評価に係る研究」ほか

◇ 警察庁関連

「交通事故鑑識官養成研修」ほか

◇ 福岡県関連

「高齢者にやさしい自動車開発に関する研究」ほか

◇ 財団法人 交通事故総合分析センター

交通事故実態の調査活動に協力するとともに，この活動を通して得られる知見を関

連研究に活用できるように努めた。

４）標準化活動および学会活動

自動車基準認証国際化研究センターや，自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業
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界に関連する国内外の各種標準化活動のほか，公益社団法人自動車技術会，一般社団法人

日本機械学会など関連する学会活動に積極的に参加し，情報の収集，研究成果の発信に努

め，自動車技術の進展に寄与した。

５）国際活動

先進諸国の研究機関との共同研究をはじめとして種々の研究交流を行うとともに，アジ

ア諸国でのモータリゼーションの急速な進展に伴う環境問題，安全問題の悪化に対して，

自動車に関わる行政施策策定への支援を目的に技術支援を行った。特に，2010 年度はイ

ンドネシアとの環境改善技術交流を深め，日尼経済協定のもとインドネシアの環境改善に

貢献した。また，ラウンドテーブルを中国の北京で開催して，排出ガス規制や燃費規制に

関して技術交流を図り，環境問題等の改善に貢献した。

平成 22 年度に国内外において発表した論文等は，「平成 22 年度所外発表論文等一覧」

に示すとおりである。

Ⅴ．研究施設・設備などの整備と運用事業

中長期研究事業計画と連動して策定した中長期設備計画に沿って，研究施設・設備など

の取得，更新，改修，および使用頻度の低い設備機器類の廃棄を実施した。

１）全方位視野ドライビングシミュレータと周回タイプの模擬試験路を運用し，安心・安

全な社会を具現化する予防安全技術の研究を加速させ，交通事故削減に貢献した。

２）四輪駆動車用小型シャシダイナモメータや四輪駆動電動車用シャシダイナモメータを

運用し，高度な制御の四輪駆動車両や電動車両の台上試験法研究を推進した。

３）衝突実験場や衝撃試験装置を運用し，後席乗員保護試験，後突試験や歩行者脚部試験

など今後導入が予定されている新規試験法の策定などに貢献した。

４）城里テストセンターについては，メンテナンス業務等の効率的実施と外部委託業務の

見直しを図り、支出額を徹底的に抑制するとともに，各試験コースの稼働率を向上させ

るために利用者の発掘活動を継続的に行い， 2011 年 3 月の東日本大震災によるテスト

コース利用休止やキャンセルが一部あったものの前年度並みの稼働率を維持できた。

５）2010 年度に実施した主要な設備整備・工事等は，付表 3.1「平成 22 年度主要設

備・工事等一覧」に示すとおりである。

６）試験コースの外部利用者の使用状況は，付表 3.2「平成 22 年度試験コース外部利用
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者使用状況」に示すとおりである。

Ⅵ．審査登録事業

環境（ISO14001）及び品質（ISO9001）マネジメントシステムに係る審査を通して，自

動車関連企業の効果的な事業活動に貢献すべく，審査登録事業を実施した。

昨今の経済環境の悪化により，2010 年度の初回登録は，環境で 4 件，品質で 8 件と極

めて低いレベルとなる一方で，大規模組織でのサイト統合化の動きが急激に起こったこと

もあり，登録抹消が環境と品質を合わせて 79 件と急増した。結果として，2011 年 3 月末

時点で環境の全登録件数が 511 件（前年比－65 件），品質の全登録件数が 139 件（前年比

－2 件）と，大変に厳しい結果となった。

新規事業である ISO50001 エネルギーマネジメントシステムの認証事業について，立上

げの準備を計画通り進め，審査員教育をほぼ完了することができた。

Ⅶ.ＪＮＸ事業

2010 年度は、CSP（認定サービスプロバイダ）と連携し、新規のアプリ公開会社を開拓

して中小企業向け JNX-LA サービスの普及を行った（新規アプリ公開会社数：4社）。

2010 年度末の実績として、加入会社数：2204（163 社増）となった。

JNX メンバーズサイト（利用者，CSP，JNX センター間の業務及び情報共有ツール）は、

立ち上げ後のユーザからの改善要望に対応して、特に効果の大きいものを中心にシステム

改修を実施した（14 項目）。

事業継続計画（BCP）として当初のスコープを広げてデータセンターを含めた抜本的な

対策を打つこととした。平成 22 年度中に新データセンターの選定および移行、CEPO（CSP

間ネットワーク中継システム）の自動切替機能の追加を完了した。

Ⅷ．広報活動

研究成果を公開して自動車社会の健全な発展に貢献するとともに研究所の事業活動を広

く社会に理解頂くために，以下の広報活動を実施した。

１）自動車技術会春季大会「人とくるまのテクノロジー展」に展示ブースを出展し，研

究所の活動や研究設備を大会参加者に広く紹介した。



7

２）ホームページを適宜更新し，最新の研究所の活動情報を発信するとともに，所報「自

動車研究」を用いて，研究成果や研究所の活動を分かりやすく公表し，情報開示に努

めた。

３）研究成果を自動車技術会，日本機械学会，SAE その他関係する国内外の学会などにお

いて発表するとともに関連機関の機関誌などに投稿し，研究成果や研究所の活動を一

般に積極的に公表した。

４）地元市民への研究所の活動紹介および交流を深めるために研究所を公開し，環境保全，

交通安全などについて啓発活動を実施した。

５）賛助員の方々を対象とした，事業報告会と研究設備見学会を実施し，研究所で得られ

た自動車に関する広範囲の研究情報や技術情報を提供した。

６）平成 22 年度に印刷刊行した技術資料などは，付表 4.1「平成 22 年度技術刊行物一

覧」に，図書資料の保有状況は，付表 4.2「平成 22 年度蔵書，資料保有状況」に示す

とおりである。

Ⅸ．その他の運営活動

１) 品質マネジメントシステム（ISO9001）をツールとして研究・試験の質の向上ならび

に研究報告書や試験成績書の質の向上に取り組んだ。さらに，国やその関連機関から

の受託事業，補助事業などについては，監査法人へ委託して外部監査を受け，事業内

容や業務処理方法に対する信頼性のさらなる向上を図った。

２) 非営利性が徹底された一般法人（新法人）への移行に向けて，新法人最初の評議員の

選任方法を機関決定するとともに，2012 年 4 月の新法人登記を目指し移行申請の準

備を行った。

新制度では，法人自らが責任をもって自主的・自律的に運営を行うために法人の内

部統治（ガバナンス）に関する様々な事項が法律で定められており，その趣旨に沿っ

て評議員・理事等の構成等について検討を実施した。あわせて，定款の変更の案の作

成，移行申請書における事業内容や収支予算等の主要項目の検討，公益目的支出計画

の着実な実行に関する検討，諸規程の見直し・作成等を実施した。また，当研究所の

円滑な移行準備に資するため，当研究所と類似する特例財団法人の移行状況等につい

て，情報の収集を行った。
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Ⅹ．財務

収入面では，官公庁，自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業界に対して，受託

研究・試験事業の積極的な働きかけを行い収入の確保を図った。損傷負担金等収入，自工

会受託研究収入，一般受託試験研究収入は当初予算を上回る収入となったが，行政支出の

見直しなどの影響を受け官公庁受託研究収入が大幅に減少した。この経営環境の悪化に対

応するため，前年度に引き続き研究事業支出の削減と経費の削減を実施した。

その結果，特定資産運用収入の増収を含めた事業活動収支差額がプラスになったため研

究設備更新等引当特定資産を積み増すことができた。





職員数：368名


JNX
センター


・市場開発
Gr


・運用ｻｰﾋﾞｽ
Gr


（平成23年3月31日現在）


専務理事
常務理事


理事


環境政策
研究室


・環境Gr


ITS研究部


・企画･研究
Gr


・標準化Gr
・開発Gr


安全研究部


・衝突安全
第一Gr


・衝突安全
第二Gr


・衝突安全
第三Gr


・予防安全
第一Gr


・予防安全
第二Gr


・安全評価
第一Gr


・安全評価
第二Gr


・安全評価
第三Gr


・安全評価
第四Gr


・安全評価
第五Gr


FC･EV研究部


・企画･実証
Gr


・標準化Gr
・性能研究Gr
・安全研究Gr


エネルギ･
環境研究部


・健康影響Gr
・環境評価Gr
・パワートレ


インGr
・環境実験


第一Gr
・環境実験


第二Gr
・環境実験


第三Gr


プロジェクト
開発室


研究管理部


・研究推進
第一Gr


・研究推進
第二Gr


・経理･財務
Gr


総務部


・人事Gr
・総務･施設


Gr
・購買Gr
・電算開発


Gr
・電算ｼｽﾃﾑ


Gr
・STC管理Gr


審査登録
センター


・事業部
・審査部
・審査管理


Gr


広報室


渉外･業務室


・渉外Gr
・業務Gr


ロボット
プロジェクト


推進室


法人移行
準備室


副理事長
（所長）


(4) 組織表
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平成 22 年度所外発表論文等一覧


国内発表(174 件）


発表題名 発表学会等 発表者名


《環境／エネルギ》


［論文］


(1) 将来自動車技術導入による CO2 削減効
果と費用分析


平成 22 年 7 月
エネルギー・資源


金成修一 ・ 紀伊雅敦 (JARI)， 末
広 茂 (日本エネルギー経済研究所)


(2) 金属添加剤添加ガソリンの排出粒子への
影響


平成 22 年 9 月
自動車技術会論文集
Vol.41， No.5


土屋賢次 ・ 亀岡敦志


(3) 入門講座 都市の大気質に関する化学輸
送モデル


平成 22 年 11 月
大気環境学会誌


吉川康雄 (日産自動車)， 茶谷 聡
(豊田中央研究所)， 伊藤晃佳
(JARI)


［講演］


(1) 自動車から排出される未規制物質の現状
と課題


平成 22 年 5 月
PM 測定・評価部門委員会


柏倉桐子


(2) エアロゾル質量分析計による各種自 動車
排出粒子の計測


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


秋山賢一 ・ 佐々木左宇介


(3) 粒子個数計測法における校正の影響 平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


利根川義男 ・ 青木寿夫 ・ 佐々木
左宇介


(4) エアロゾル質量分析計による各種自動車
排出粒子の計測


平成 22 年 5 月
人とクルマのテクノロジー展 2010


秋山賢一 ・ 佐々木左宇介


(5) 粒子個数計測法における校正の影響 平成 22 年 5 月
人とクルマのテクノロジー展 2010


利根川義男 ・ 青木寿夫 ・ 佐々木
左宇介


(6) 固相抽出による粒子抽出物の前処理法の
検討


平成 22 年 5 月
第 71 回 分析化学討論会


秋山賢一 ・ 小野村恵子


(7) 大気改善研究の概要 －PM2.5 予測精度
向上への取り組み－


平成 22 年 6 月
JATOP 成果発表会 JATOP 成
果発表会予稿集


森川多津子


(8) シミュレーションによる都市大気質改善効
果の予測と将来展望


平成 22 年 6 月
日本機械学会講習会
No.10-35 大気汚染の最新の状
況


伊藤晃佳


(9) 有害大気汚染物質の発生源推定法の研
究


平成 22 年 7 月
質量分析計ユーザーズフォーラ
ム


秋山賢一


(10) マススペクトル解析の基礎 平成 22 年 7 月
第 16 回 キャピラリーガスクロマト
グラフィー講習会


秋山賢一


(11) GC/MS での回収率の異常を考える 平成 22 年 8 月
Separation Sciences 2010


秋山賢一


(12) 自動車排出ガス中の個別炭化水素捕集法
の検討


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


秋山賢一 ・ 小野村恵子


(13) 重量車の車載型排ガス計測に関する検討
（第 1 報) - 車載型排ガス計測法の検討
-


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


相馬誠一 (JARI)， 鈴木康弘 (日野
自動車)， 南 利貴 (いすゞ自動車)


(14) 自動車排気および道路交通騒音が心血管
系疾患に及ぼす影響調査について～ネッ
トリサーチを用いた検討～


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


机 直美 (JARI)， 中井里史 (横浜
国立大)， 小野雅司 (国立環境研究
所)


(15) 最近の自動車からのＶＯＣ・温室効果ガス
の排出実態について


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


柏倉桐子


(16) 大気中アルデヒド類測定における DNPH 平成 22 年 9 月 萩野浩之 ・ 中山明美







2


カートリッジ中の酸の影響 第 51 回 大気環境学会年会


(17) 沿道環境における炭素性微小粒子とガス
状物質の高時間分解観測事例


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


萩野浩之 (JARI)， 坂本和彦 (埼玉
大理工学研究科)


(18) 環境汚染物質の新規毒性予測モデルの
開発


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


細谷純一 ・ 伊藤 剛


(19) 最新ディーゼルエンジン排気の胎仔・新生
仔期曝露がマウスの喘息に及ぼす影響
（3）炎症・免疫系に及ぼす影響


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


細谷純一 ・ 伊藤 剛 ・ 辺見 愛 ・
中島 徹 (JARI)， 石井幸雄 (筑波
大), 武田 健 (東京理科大）, 香川
順 (東京女子医大)


(20) 最新ディーゼルエンジン排気の胎仔・新生
仔期曝露がマウスの喘息に及ぼす影響
（2）肺の発育に及ぼす影響


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


辺見 愛 ・ 伊藤 剛 ・ 細谷純一 ・
中島 徹 (JARI)， 石井幸雄 (筑波
大)， 武田 健 (東京理科大)， 香川
順 (東京女子医科大)


(21) 最新ディーゼルエンジン排気の胎仔・新生
仔期曝露がマウスの喘息に及ぼす影響
（1）ディーゼル排気曝露実験条件


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


伊藤 剛 ・ 細谷純一 ・ 辺見 愛 ・
中島 徹 (JARI)， 石井幸雄 (筑波
大)， 武田 健 (東京理科大）， 香
川 順 (東京女子医大)


(22) 大気粒子抽出物の in vitro 試験による特
性解析


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


伊藤 剛 ・ 中島 徹


(23) 幹線道路における微少粒子状物質の計測
と自動車関連物質の挙動


平成 22 年 9 月
第 51 回 大気環境学会年会


森川多津子 ・ 萩野浩之 ・ 伊藤晃
佳


(24) ガスクロ初級講座 平成 22 年 9 月
東京コンファレンス


秋山賢一


(25) QCL による亜酸化窒素連続測定法と GC
法の比較


平成 22 年 9 月
日 本 分 析 化 学 会 第 59
年 会


秋山賢一


(26) DNPH 誘導体化/高速液体クロマトグラフィ
ーによる大気中ジカルボニル類測定の基
礎検討


平成 22 年 9 月
日本分析化学会 第 59 年会


萩野浩之 ・ 中山明美


(27) アルデヒド-DNPH 誘導体／HPLC 分析に
用いるアセトニトリル溶媒の代替法検討


平成 22 年 9 月
日本分析化学会 第 59 年会


中山明美 ・ 利根川義男 ・ 萩野浩
之 ・ 佐々木左宇介


(28) QSAR による化学物質の遺伝子発現予測
モデルの開発 Development of a novel
prediction model for gene expression of
chemical compounds by using quantitative
structure-activity relationship (QSAR)


平成 22 年 12 月
BMB2010(第 33 回 日本分子生
物学会年会・第 83 回 日本生化
学会大会 合同大会)


細谷純一 ・ 伊藤 剛 (JARI)， 前野
貢 (新潟大)


(29) 沿道居住環境と心血管系疾患リスクとの関
連調査～ネットリサーチによるパイロット調
査


平成 23 年 1 月
第 21 回 日本疫学会学術総会


机 直美 (JARI)， 中井里史 (横浜
国立大)， 小野雅司 (国立環境研究
所)


［投稿］


(1) 入門講座 大気モデル －第１講 排出イ
ンベントリ－


平成 22 年 8 月
大気環境学会誌
第 45 巻 5 号


森川多津子


(2) 気体試料直接導入装置／ICP-MS を用い
た自動車排ガス中多元素のオンライン計
測


平成 22 年 8 月
第 27 回 エアロゾル科学・技術
研究討論会


萩野浩之 ・ 佐々木左宇介 (JARI)，
西口講平 (住友精化)， 宇谷啓介
(ジェイ ・ サイエンスラボ)， 飯島明
宏 (高崎経済大)


(3) 将来自動車導入による CO2 削減効果と費
用分析


平成 22 年 10 月
自動車交通研究


金成修一 (JARI)， 紀伊雅敦 (香川
大)， 末広 茂 (日本エネルギー経
済研究所)


(4) 特集にあたって 平成 22 年 10 月
騒音制御


筑井啓介 (JARI)， 宮島 徹 (清水
建設技術研究所)


(5) 自動車騒音問題への取り組み －道路交
通騒音シミュレーションモデルの開発－


平成 22 年 11 月
日本音響学会誌


押野康夫


(6) 自動車排出ガス中の未規制物質 平成 22 年 12 月
エンジンテクノロジーレビュー


柏倉桐子


《燃料電池／電気自動車／ハイブリッド車》


［論文］
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(1) 圧縮水素容器搭載車両の火災対応に関
する一考察


平成 22 年 5 月
自動車技術会論文集
Vol.41， No.3


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 冨岡純
一 ・ 鈴木仁治 ・ 三石洋之
(JARI)， 佐藤研二 (東邦大)


(2) 自動車用圧縮水素容器の急速充填にお
ける容器内温度挙動


平成 22 年 5 月
自動車技術会論文集
Vol.41， No.3


吉村大士 ・ 大塚宣明 ・ 田村陽
介 ・ 三石洋之


(3) インホイールモータ制御 平成 23 年 5 月
電気自動車の最新制御技術


島村和樹


(4) 次世代型シティコミューターコンセプトカー
のボディ・シャシ技術


平成 22 年 7 月
自動車技術 Vol.64， No.7 2009


島村和樹 (JARI)， 田村俊介 (ジー
エイチクラフト)


(5) 燃料電池車用水素容器の静電気特性 平成 22 年 7 月
静電気学会誌


田村陽介


(6) 研究展望「BEV（C・ta）の試作開発につい
て」


平成 22 年 8 月
エンジンテクノロジーレビュー 7
月号


島村和樹


(7) 自動車火災試験や着火試験結果からみた
水素の安全性について
性確保


平成 23 年 1 月
日本化学会「化学と教育」59 巻 1
号


田村陽介


(8) 自動車用燃料電池膜/電極接合体（MEA）
の耐久性評価法の検討


平成 23 年 2 月
日本機械学会論文集
B 編，Vol. 77 (2011) ， No.
773，pp.147-159


橋正好行 ・ 松田佳之 ・ 今村大
地 ・ 赤井泉明 (JARI)， 佐々木正
史 (北見工大)


(9) 圧縮水素貯蔵容器および水素燃料電池自
動車の安全性


平成 23 年 2 月
日本燃焼学会誌


田村陽介


［投稿］


(1) 燃料電池の水素循環系における不純物の
濃縮挙動


平成 22 年 4 月
人とクルマのテクノロジー展 2010


松田佳之 ・ 橋正好行 ・ 今村大
地 ・ 赤井泉明 ・ 渡辺正五


(2) 日本における電動車両の最新動向 平成 22 年 5 月
フランス自動車クラスター主催セ
ミナー


荻野法一


(3) 次世代 EV コンセプト車（C・ta）の開発（第
1 報）～コンセプトとその性能～


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


前田安正 ・ 島村和樹 ・ 広瀬久士


(4) 自動車用燃料電池 MEA の耐久性評価法
の検討


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


橋正好行 ・ 松田佳之 ・ 今村大
地 ・ 赤井泉明 (JARI)， 佐々木正
史 (北見工大)


(5) 次世代 EV コンセプト車（C・ta）の開発（第
3 報) ～ C・ta の制御について ～


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


島村和樹 ・ 広瀬久士


(6) FCV の技術実証(JHFC）と海外動向 平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


三枝省五


(7) 空気中に含まれる微量成分による PEFC
性能低下機構解析


平成 22 年 5 月
第 17 回 燃料電池シンポジウム


今村大地 ・ 山口映理子 ・ 大野和
之 ・ 赤井泉明


(8) 燃料電池自動車の技術実証の取り組み 平成 22 年 5 月
第 22 回 電磁力関連のダイナミ
クスシンポジウム


三枝省五


(9) 電気自動車・燃料電池車の最新動向と課
題


平成 22 年 5 月
日本オートケミカル工業会第４9
期通常総会


荻野法一


(10) 水素燃料自動車の安全性 平成 22 年 5 月
平成 22 年度 日本火災学会研
究発表会


佐藤研二 (東邦大)， 田村陽介 ・
三石洋之 ・ 鈴木仁治 (JARI)， 渡
邊正五 (水素エネルギー製品研究
試験センター)


(11) 水素燃料自動車からの隣接自動車の延焼
要因


平成 22 年 5 月
平成 22 年度 日本火災学会研
究発表会


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 竹内正
幸 ・ 三石洋之


(12) Compact R10 を用いた次世代電気自動車
用車両制御 ECU の開発


平成 22 年 6 月
応用科学学会 技術セミナー


島村和樹
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(13) 革新的 Mg 二次電池の研究開発 平成 22 年 6 月
産業技術総合研究所 エネルギ
ー界面技術グループ研究会


今村大地


(14) 電気自動車、ハイブリッド車、燃料電池車
の最新動向と今後の課題


平成 22 年 6 月
次世代自動車テクノロジー研究
会


荻野法一


(15) 電気自動車の現状と課題、展望 平成 22 年 6 月
豊川商工会議所講演会


荻野法一


(16) 次世代 EV コンセプト車（C・ta）の開発 平成 22 年 7 月
第 6 回 フォーラム


島村和樹


(17) 次世代自動車用リチウムイオン電池のサイ
クル寿命試験方法の開発


平成 22 年 7 月
電気自動車開発技術展
(EVEX)2010


森田賢治


(18) ＥＶ，ＦＣＶ並びに充電，水素インフラの最
新動向と今後の展望


平成 22 年 8 月
第 10 回 再生可能エネルギー
部会


荻野法一


(19) 電気自動車と電気自動車に係わる標準化
の動向


平成 22 年 8 月
第 8 回 地域エネルギー供給構
想検討分科会


荻野法一


(20) 燃料電池自動車火災における隣接車両へ
の延焼性


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 竹内正幸
竹内啓 ・ 三石洋之


(21) 水素消費による容器および附属品の温度
変化の研究


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


糸井裕彦 ・ 三石洋之 ・ 田村陽
介 ・ 前田安正


(22) 自動車用圧縮水素容器（VH3）の疲労寿
命に影響を及ぼす熱応力の調査


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


冨岡純一 ・ 木口和博 ・ 田村陽
介 ・ 三石洋之


(23) 空気中に含まれる海塩粒子成分による
PEFC 性能低下メカニズムの調査


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


大野和之 ・ 今村大地


(24) 自動車用圧縮水素容器のガス充填放出サ
イクルにおける容器内の到達温度


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


松野優 ・ 前田安正 ・ 大塚宣明 ・
田村陽介 ・ 三石洋之


(25) 電動車両用リチウムイオン電池のサイクル
寿命試験プロファイルの開発（第 2 報）－
試験プロファイルの一般化－


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


森田賢治 ・ 黒川陽弘 ・ 大野和
之 ・ 明神正雄 ・ 島田佳祐


(26) 自動車用圧縮水素容器への水素充填時
の容器内温度挙動


平成 22 年 9 月
日本機械学会 2010 年度年次
大会


田村陽介 ・ 前田安正 ・ 松野優 ・
三石洋之


(27) 圧縮水素燃料自動車火災での隣接車両を
伴う燃焼性状


平成 22 年 9 月
日本機械学会 2010 年度年次
大会


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 竹内正幸
竹内啓 ・ 三石洋之


(28) 自動車用圧縮水素容器のガス透過の温
度,圧力及び材質依存性について


平成 22 年 9 月
日本機械学会 2010 年度年次
大会


糸井裕彦 ・ 三石洋之 ・ 田村陽介


(29) 極端温度環境・実使用圧力条件による自
動車用圧縮水素容器（VH3）の疲労寿命
調査


平成 22 年 9 月
日本機械学会 2010 年度年次
大会


冨岡純一 ・ 木口和博 ・ 田村陽
介 ・ 三石洋之


(30) 燃料電池自動車と水素インフラの開発進
度と実証試験の展開


平成 22 年 10 月
セミナー：電池三兄弟(蓄電池、
太陽電池、燃料電池)が切り開く
未来の低炭素化社会


矢野 勝


(31) 空気中に含まれる微量成分による固体高
分子形燃料電池の劣化機構


平成 22 年 10 月
第 196 回 定例研究会


今村大地


(32) 燃料電池自動車の最新動向と今後の展望 平成 22 年 11 月
水素・燃料電池セミナーin 大阪
産業大学 ～燃料電池自動車開
発の最前線～


矢野 勝


(33) Developing Trend of Electrically Propelled
Vehicles, HEV/BEV/PHEV


平成 22 年 11 月
第 51 回 電池討論会


森田賢治
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(34) 自動車用燃料電池触媒の耐久性評価法
の検討


平成 22 年 11 月
第 51 回 電池討論会


橋正好行 ・ 松田佳之 ・ 今村大
地 ・ 赤井泉明 (JARI)， 佐々木正
史 (北見工大)


(35) PEFC 負荷サイクル寿命評価における不
純物による加速効果


平成 22 年 11 月
第 51 回 電池討論会


麦倉良啓 ・ 浅野浩一 (電中研)，
今村大地 ・ 大野和之 (JARI)


(36) リチウムイオン電池の加熱試験法および結
露試験法の調査


平成 22 年 11 月
第 51 回 電池討論会


前田清隆 ・ 高橋昌志 ・ 小松和則


(37) リチウムイオン電池の貫通試験方法の調査 平成 22 年 11 月
第 51 回 電池討論会 講演要旨
集


高橋昌志 ・ 押野幸一 ・ 小松和
則 ・ 前田清隆


(38) EV コンセプトカーの開発について 平成 22 年 11 月
第 7 回 講演会 「JARI の FC・
EV 研究への取り組み」


島村和樹


(39) 日本における電気自動車及びインフラ整
備の動向


平成 22 年 11 月
平成 22 年度 日台技術協力研
修


荻野法一


(40) 電気自動車、ハイブリッド車、燃料電池車
の最新動向と今後の課題


平成 22 年 12 月
山梨県富士工業技術センター講
演会


荻野法一


(41) 自動車用圧縮水素容器の疲労調査 平成 22 年 12 月
第 12 回 フラクトグラフィシンポジ
ウム


冨岡純一 ・ 田村陽介 ・ 三石洋之


(42) 自動車用圧縮水素容器（VH3）の疲労寿
命に及ぼす温度・圧力の影響


平成 22 年 12 月
第 30 回 水素エネルギー協会
大会


冨岡純一 ・ 木口和博 ・ 田村陽
介 ・ 三石洋之


(43) 水素消費時における自動車用圧縮水素容
器(VH3)，放出ラインおよび附属品の温度
変化


平成 22 年 12 月
第 30 回 水素エネルギー協会
大会


糸井裕彦 ・ 三石洋之 ・ 田村陽
介 ・ 前田安正


(44) 自動車用圧縮水素容器の充填放出サイク
ルにおける容器内ガスの温度挙動


平成 22 年 12 月
第 30 回 水素エネルギー協会
大会


松野優 ・ 前田安正 ・ 大塚宣明 ・
田村陽介 ・ 三石洋之


(45) 次世代自動車の最新動向と課題 平成 23 年 2 月
平成 22 年度 自動車マグネシウ
ム技術研究会


荻野法一


(46) 加湿条件下における Pt/C 触媒のその場
観察


平成 23 年 3 月
電気化学会第 78 回大会


清水貴弘 ・ 今村大地 (JARI）、矢口
紀恵 ・ 金村 崇 ・ 上野武夫 (日立
ハイテクノロジーズ）


［投稿］


(1) 電気自動車・燃料電池車の最新動向 平成 22 年 5 月
産業と環境


荻野法一


(2) 圧縮水素容器搭載自動車の火災安全性
評価－ガソリン及び CNG自動車との比較
－


平成 22 年 5 月
平成 22 年度 日本火災学会研
究発表会


鈴木仁治 ・ 田村陽介 ・ 高林勝
(JARI)， 渡邊正五 (水素エネルギー
製品研究試験センター)， 佐藤研二
(東邦大)


(3) ハイブリッド車・電気自動車・燃料電池車 平成 22 年 8 月
自動車技術 Vol.64， No.8，
2010


大徳浩志


(4) ハイブリッド車・電気自動車・燃料電池車 平成 22 年 8 月
自動車技術
Vol64， No.8， 2010


堀口 眞


(5) ハイブリッド車・電気自動車・燃料電池車 平成 22 年 8 月
自動車技術
Vol64， No.8， 2010


西尾元治 ・ 矢野 勝 ・ 川崎聡志


(6) 環境対応自動車の安全について～電気と
電池の観点から～


平成 22 年 8 月
日本損害保険協会 予防時報


三石洋之


(7) 自動車火災とのかかわり 平成 22 年 10 月
日本火災学会 火災


鈴木仁治


(8) 燃費，動力性能試験法 平成 23 年 3 月
自動車技術ハンドブック第 10 分
冊「設計(EV・ハイブリッド)編」


森田賢治
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《ITS》


［講演］


(1) 車車間通信 平成 22 年 4 月
電気学会 自動運転調査専門委
員会


関 馨


(2) フェールセーフＥＣＵの開発（第１報） 平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


岸波友紀 (JARI)， 尾崎亮介 (大同
信号)


(3) ＩＴＳ統合シミュレータのプロトタイプ構築 平成 22 年 6 月
IEEE VTS Japan Chapter 講演会


関 馨


(4) 自動運転・隊列走行の技術開発の状況に
ついて


平成 22 年 6 月
ITS あいち県民フォーラム 2010


青木啓二


(5) エネルギーITS における自動運転隊列走
行技術の開発状況


平成 22 年 6 月
産学交流「ひびきのサロン」


青木啓二


(6) ITS 産業の現状とその発展に向けた新しい
動き


平成 22 年 9 月
第 42 回 高度交通システム研究
会


國弘由比


(7) 安全運転支援システムの動向 平成 22 年 11 月
ゼロクラッシュジャパン スタート
シンポジウム


國弘由比


(8) エネルギーＩＴＳ推進事業 自動運転隊列
走行技術の開発


平成 22 年 12 月
ＩＴＳ特別研究会


森田康裕


(9) エネルギーＩＴＳ推進事業 自動運転隊列
走行技術の開発


平成 22 年 12 月
第 2 回 国際自動車通信技術展


森田康裕


［投稿］


(1) ITS 統合シミュレータのプロトタイプ 平成 22 年 9 月
第４2 回 情報処理学会 ITS 研
究会


関 馨 (JARI)， 高井峰生 (早稲田
大)


(2) インフラ協調システムに関する海外動向 平成 22 年 10 月
自動車技術


鈴木尋善


(3) 隊列走行における車車間通信（第 2 報） 平成 22 年 11 月
情報処理学会 43 回 ITS 研究会


関 馨 (JARI)， 浜口雅春 (沖電気
工業)


(4) 自動車をとりまく情報提供サービスの動向
と発展に向けた課題


平成 23 年 2 月
自動車技術 2011 年 2 月号


國弘由比


《予防安全》


［論文］


(1) 道路周辺環境がドライバの危険度評価と
運転行動との関係に及ぼす影響－運転シ
ミュレータに見通しの良い道路と住宅街を
模擬した実験から－


平成 22 年 6 月
交通心理学研究


大谷 亮


(2) An investigation of factors contirbuting to
major crash types in Japan based of
naturalistic driving data.


平成 22 年 9 月
IATSS Research


内田信行 ・ 田川 傑 ・ 川越麻生
(JARI)， 持田 勤 (自工会)


(3) 児童を対象にした交通安全教育の考え方
と今後の課題－（財）日本自動車研究所の
実践例を通して－


平成 22 年 9 月
交通安全教育


大谷 亮 ・ 橋本 博 ・ 小林 隆 ・
岡田和未 ・ 岡野玲子


(4) 低覚醒時におけるドライバの視認行動特
性


平成 22 年 9 月
自動車技術会論文集


本間亮平 ・ 安部原也 ・ 菊地一
範 ・ 岩城 亮 ・ 藤井 健 (JARI)，
福島正夫 (自工会)


(5) 交差点通過場面における高齢者のギャッ
プアクセプタンスの把握


平成 23 年 1 月
自動車技術会論文集
Vol.42， No.1


細川 崇 ・ 橋本 博 (JARI)， 平松
真知子 ・ 新田茂樹 ・ 吉田 傑 (自
工会)


(6) Countermeasures to prevent detection
failure of a vehicle approaching on collision
course


平成 23 年 3 月
Applied Ergonomics, Volume 42,
Issue 4, Pages 540-547


Nobuyuki Uchida (JARI)，Dick de
Waard (Univ. of Groningen)， Karel
A. Brookhuis (Delft Univ. of Tech.)


(7) インフラ協調安全運転支援システムの表示
インターフェイスに関する検討（第 3 報）－
2 種類の情報が提供される状況下におけ


平成 23 年 3 月
自動車技術会論文集


大谷 亮 ・ 岩城 亮 (JARI)， 中村
之信 (自工会)
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る視聴覚表示の呈示方法－


(8) 音声操作を含むドライバインタフェースの
台上評価方法に関する研究


平成 23 年 3 月
自動車技術会論文集
Vol.42， No.2，pp.569-575


宇野 宏 (JARI)， 中村之信 (本田
技研)


［講演］


(1) 曲線路走行時のドライバ特性に基づくカー
ブ警報タイミングに関する考察


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


岩城 亮， ・ 若杉貴志 (JARI)， 関
根 浩 (CSWS-SWG リーダー)


(2) 不可視の対象の情報提供を受けたドライ
バの視覚的注意に関する定量的考察（第
2 報）


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会
学術講演会前刷集 No.35-10


菊地一範 ・ 岩城 亮 ・ 安部原
也 ・ 藤井 健


(3) 役割演技法による高学年児童を対象にし
た安全教育の可能性－行動観察調査によ
る効果と課題の把握－


平成 22 年 6 月
日本交通心理学会第 75 回大会


大谷 亮 ・ 橋本 博 ・ 小林 隆 ・
岡田和未 ・ 藤田和男 ・ 岡野玲子


(4) 車室内表示の特性がドライバの読み取り時
間と負担感に及ぼす影響－2 種類の情報
が提供される状況下を想定した室内台上
実験による検討－


平成 22 年 6 月
日本人間工学会 第 51 回大会


大谷 亮 ・ 岩城 亮 (JARI)， 中村
之信 (自工会)


(5) バスの乗降扉による挟撃事故防止対策 平成 22 年 6 月
日本人間工学会誌 第 46 巻特
別号(日本人間工学会第 51 回大
会講演集)


麻生 勤 ・ 田川 傑 (JARI)， 岡野
俊豪 (自工会)


(6) 飲酒運転防止装置の操作負荷に関する考
察


平成 22 年 6 月
日本人間工学会第 51 回大会


安部原也 ・ 大谷 亮 ・ 麻生 勤
(JARI)， 渥美文治 (自工会)


(7) 高齢運転者の類型化と不安全行動の対応
の検討


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


細川 崇 ・ 橋本 博 (JARI)， 田坂
寿康 ・ 吉田 傑 (自工会)


(8) インフラ協調安全運転支援システムの表示
インターフェイスに関する検討（第 3 報）－
2 種類の情報が提供される状況下におけ
る視聴覚表示の呈示方法－


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


大谷 亮 ・ 岩城 亮 (JARI)， 中村
之信 (自工会)


(9) 音声操作を含むドライバインタフェースの
台上評価方法に関する研究


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


宇野 宏 (JARI)， 中村之信 (本田
技研)


(10) 一時停止交差点において受容性の高い運
転支援方策の検討(第１報)－一時停止交
差点通過時の気付き範囲とドライバ属性と
の関係－


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


菊地一範 ・ 本間亮平 ・ 佐藤健治


(11) 低覚醒時におけるドライバの視認行動特
性


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会
学術講演会前刷集 No.103-10，
p.1-6


本間亮平 ・ 安部原也 ・ 菊地一
範 ・ 岩城 亮 ・ 藤井 健 (JARI)，
福島正夫 (自工会)


(12) 自動車事故に至る過程とドライバの行動特
性とのかかわり


平成 22 年 9 月
第 74 回 日本心理学会シンポジ
ウム「自動車の研究開発と交通心
理学」


宇野 宏


(13) 高学年児童が主体となった交通安全教育
の実践－役割演技法を用いた小学校にお
ける安全教育の試み－


平成 22 年 9 月
日本安全教育学会第 11 回宮城
大会


大谷 亮 ・ 橋本 博 ・ 小林 隆 ・
岡田和未 ・ 岡野玲子


(14) 児童の学齢段階別のリスク知覚の特徴に
関する検討


平成 22 年 9 月
日本応用心理学会第 77 回大会


大谷 亮 ・ 岡田和未 ・ 橋本 博 ・
小林 隆 ・ 岡野玲子


(15) 実車を用いた危険場面再現手法の研究 平成 22 年 10 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


田川 傑 ・ 内田信行 ・ 神保浩之


(16) 見通し条件が混合した交差点への接近・
進入行動


平成 22 年 10 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会
学術講演会前刷集 No.144-10，


本間亮平 ・ 藤田和男
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p.5-8


［投稿］


(1) ドライバの視覚的注意の定量的評価手法
の提案


平成 22 年 7 月
可視化情報学会誌
第 30 巻 118 号 (平成 22 年 7
月 1 日発行)


菊地一範


(2) 視線行動を用いたドライバ状態の把握 平成 22 年 10 月
自動車技術


内田信行


《衝突安全》


［論文］


(1) 交通事故統合データと後遺障害および外
傷診療データを連携させた傷害分析


平成 23 年 3 月
自動車技術会論文集


立石一正 ・ 小野古志郎 ・ 岩田三
枝子 (JARI)， 渡辺博之
(ITARDA）， 平川清彦 (国交省）


［講演］


(1) Crash scenario investigation based on
accident reconstruction withdigital
computer human model


平成 22 年 5 月
公開シンポジウム「医学と工学の
連携による外傷予防研究-日本
版 CIREN 設立へ向けて-」


江島 晋


(2) Influence of pre-crash driver conditions on
the injury outcome in front impact
collisions


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


アントナハコボ ・ 江島 晋 ・ 座間
淑夫


(3) 後面衝突解析用人体有限要素モデルの
開発


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


佐藤房子 ・ アントナハコボ ・ 小野
古志郎 (JARI)， 上地幸一 ・ 安木
剛 (自工会)


(4) 前面衝突用人体有限要素モデルの開発 平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


座間淑夫 ・ アントナハコボ ・ 三上
耕司 ・ 江島 晋 (JARI)， 上地幸
一 ・ 安木 剛 (自工会)


(5) プリクラッシュ時におけるシートベルトの乗
員保護効果に関する検討


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


座間淑夫 ・ 伊藤大輔 ・ アントナハ
コボ ・ すけ川佳弘 ・ 伊藤久雄 ・
江島 晋


(6) 後面衝突用ダミー（BioRID-II）における校
正パラメータの影響に関するシミュレーショ
ン解析


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会
学術講演会 前刷集 No.39-10
「ダミー試験評価法」


中嶋太一 ・ 明神正雄 ・ 山崎邦
夫 ・ 小野古志郎 (JARI)， 澤田正
英 (自工会)


(7) レスキュー隊による自動車乗員の救助活
動に関する分析


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会
学術講演会前刷集
No.20105112


すけ川佳弘


(8) プリクラッシュ・セイフティ技術の評価を目
的としたプリクラッシュ台車の開発


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会
学術講演会前刷集
No.20105217


すけ川佳弘 ・ 伊藤久雄 ・ 座間淑
夫 ・ 江島 晋


(9) インパクトバイオメカニクスの現状と今後の
医工連携


平成 22 年 5 月
第 24 回 日本外傷学会総会・学
術集会


小野古志郎


(10) 衝突直前における乗員の姿勢変化による
傷害への影響
に関する実験的検討


平成 22 年 5 月
第 24 回 日本外傷学会総会公
開シンポジウム


伊藤大輔


(11) 交通事故統合データと後遺障害および外
傷診療データを連携させた傷害分析


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


立石一正 ・ 小野古志郎 ・ 岩田三
枝子 (JARI)， 渡辺博之
(ITARDA）， 平川清彦 (国交省）


(12) 傷害リスク予測シミュレーションに関する一
考察


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


三上耕司 ・ アントナハコボ ・ 江島
晋
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(13) 衝突余裕度を用いたドライバ追突危険状
態の評価と対策の検討


平成 22 年 10 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


北島 創 ・ 鷹取 収 (JARI)， 榎田
修一 (九州工大)， 江口 賢 ・ 片山
硬 (久留米工大)


(14) 圧縮負荷に対する肝臓の定量的損傷評価 平成 22 年 10 月
日本機械学会 M&M2010 材料
力学カンファレンス


金田悠拓 (新潟大ベンチャー ・ ビ
ジネス ・ ラボラトリー)， 笹原直樹
(新潟大 大学院)， 原利 昭 (新潟
大学)， 山本義洋 ・ 高山晋一
(JARI)， 上地幸一 ・ 安木 剛 (自
工会)


(15) 頚椎有限要素モデルを用いた被側方衝撃
時の頚椎椎間板ひずみ分布解析


平成 22 年 11 月
第 37 回 日本臨床バイオメカニ
クス学会学術集会


椎名逸雄 (筑波大)， 金岡恒治 (早
稲田大）， 福島 真 ・ 坂根正孝 ・
落合直之 (筑波大）， 小林英夫 ・
宇治橋貞幸 (東工大）， 小野古志
郎 ・ 江島 晋 ・ 佐藤房子 (JARI)


(16) イベント記録型ドライブレコーダにより記録
されるニアミスデータの特性と判別ソフトに
よるニアミス候補抽出特性


平成 22 年 11 月
第 42 回 土木計画学研究発表
会


今長 久


(17) 被側方衝撃時の頚椎椎間板内ひずみ分
布の特徴


平成 23 年 1 月
つくば医工連携フォーラム 2011


椎名逸雄 (筑波大 大学院)，


［投稿］


(1) 衝突安全におけるデジタル・ヒューマンモ
デルを用いた被害軽減への取り組み


平成 22 年 4 月
産業界におけるコンピュータシミ
ュレーションの活用


江島 晋


(2) 世界的な自動車安全社会に向けた新たな
課題への取り組み -独創性と異分野と連
携-


平成 22 年 4 月
自動車技術


小野古志郎


(3) 交通事故総合データ(ITARDA)と外傷診療
データ(JTDB)を使った研究の現状と将来
展望


平成 22 年 5 月
救急医学
2010 年 5 月号 特集[外傷と工
学]


立石一正 ・ 小野古志郎


(4) 事故再現シミュレーションにもとづいた実事
故における人体傷害メカニズム解明


平成 22 年 5 月
日本外傷学会


江島 晋 ・ 三上耕司 ・ アントナハ
コボ ・ 山崎邦夫 ・ 小野古志郎


(5) 交通事故時の膝曲げに対する膝靭帯損傷
箇所の検討


平成 22 年 7 月
可視化情報学会
学会誌 7 月号特集記事


高山晋一 ・ 江島 晋


(6) 画像相関法を用いた食用豚血管のひずみ
分布計測


平成 22 年 7 月
可視化情報学会
学会誌 7 月号特集記事


座間淑夫 ・ 高山晋一 ・ 江島 晋


(7) Wavelet analysis of piezoelectric
transducer signals to detect rib fracture
during impact tests


平成 22 年 9 月
2010 I-Crash (International
Crashworthiness Conference)


Damien Subit (Univ. of Virginia)， 江
島 晋 (JARI)， Jeff Crandlle (Univ.
of Virginia)


《社会経済／国際貢献》


［講演］


(1) 自動車リサイクルの現状と課題 平成 22 年 4 月
日本自動車部品工業会 関東支
部 リサイクル研究会


船崎 敦


(2) 次世代 EV コンセプト車（C・ta）の開発（第
2 報） ～CO2 削減と 3R～


平成 22 年 5 月
自動車技術会 2010 年度春季
学術講演会


鈴木徹也


(3) 自動車の LCA ～ 未来のクルマを
ライフサイクルから考える


平成 22 年 6 月
機械システム工学特別講義(4 年
生対象)


船崎 敦


(4) ハイブリッドフルトレーラによる高効率輸送
の社会受容性


平成 22 年 6 月
第 29 回 エネルギー・資源学会
研究発表会


鈴木徹也 (JARI)， 吉本隆一 (日本
ロジスティクスシステム協会 JILS 総合
研究所)， 酒井孝之 (JARI)


(5) 高濃度バイオマス混合軽油がエンジン油
に及ぼす影響


平成 22 年 9 月
自動車技術会 2010 年度秋季
学術講演会


岡本憲一 (JPEC)， 亀岡敦志
(JARI)







10


［投稿］


(1) 自動車リサイクルの現状と課題 平成 22 年 9 月
月刊 自動車部品
2010， 9 月号，p2-13


船崎 敦


(2) EV の開発・普及に関する欧州の動き（フラ
ンス・ドイツを中心に）


平成 22 年 9 月
都市と交通
第 82 号(特集：環境対応車を活
用したまちづくり)


鈴木徹也


《その他》


［講演］


(1) 生活支援ロボットの安全性検証試験 平成 22 年 9 月
第 28 回 日本ロボット学会 学術
講演会


藤川達夫 (JARI)， 松本 治 (産総
研)


［投稿］


(1) 高性能 FRP クラッシュボックスの開発 平成 22 年 7 月
自動車技術会 学会誌 7 月号


横山敦士 (京都工芸繊維大)， すけ
川佳弘 ・ 中谷 有 (JARI)， QPCJ
(川村浩司)
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海外発表(45 件）


発表題名 発表学会等 発表者名


《環境／エネルギ》


［論文］


(1) Low Temperature, Mixing-Controlled DI
Diesel Combustion with Pressure
Modulated Multi-Injection


平成 22 年 4 月
2010 SAE World Congress


北村高明 ・ 伊藤貴之


(2) Emission characteristics and cancer risk of
polycyclic aromatic hydrocarbons from
diesel fueled vehicles met for recent
regulation


平成 22 年 4 月
Journal of health science


柏倉桐子 (JARI)， 坂本和彦 (埼玉
大)


(3) Determination of Dicarboxylic Acids and
Levoglucosan in Fine Particles in the
Kanto Plain, Japan, for Source
Apportionment of Organic Aerosols


平成 22 年 4 月
Aerosol and Air Quality
Research


熊谷貴美代 ・ 飯島明宏 ・ 下田美
里 ・ 齋藤由倫 ・ 小澤邦壽 (群馬
県衛生環境研究所)， 萩野浩之
(JARI)， 坂本和彦 (埼玉大)


(4) Study on reliable automotive exhaust
aclorein collection method.


平成 22 年 10 月
SAE FUELS & LUBRICANTS
MEETING


秋山賢一 ・ 中山 明美


［講演］


(1) Application of CFD to an assessment of
roadside air quality


平成 22 年 5 月
5th international symposium on
computational wind engineering


伊藤晃佳


(2) Study on pretreatment of diesel exhaust
particle extract using solid phase
extraction


平成 22 年 5 月
The 34th International
Symposium on Capillary
Chromatography (ISCC) with
The 7th GCxGC Symposium


秋山賢一 ・ 小野村恵子


(3) Evaluation of the PMF and CMB models
using aerosol mass spectra collected on
the in land Kanto plain, Japan during
summer of 2005.


平成 22 年 8 月
International Aerosol Conference
2010


萩野浩之 (JARI)， 熊谷貴美代 (群
馬県衛生環境研究所)， 高見昭憲
(国立環境研究所)， 長谷川就一
(埼玉県環境科学国際センター)， 小
林伸治 (元国立環境研究所)， 関口
和彦 (埼玉大)


(4) Cost-effectiveness Analysis of Future
Automotive Technology Introduction
about CO2 Reduction


平成 22 年 11 月
Eco Balance 2010


金成修一 (JARI)， 紀伊雅敦 (香川
大)， 末広 茂 (日本エネルギー経
済研究所)


《燃料電池／電気自動車／ハイブリッド車》


［論文］


(1) An Experimental Study on the Fire
Response of Vehicles with Compressed
Hydrogen Cylinders


平成 22 年 4 月
2010 SAE World Congress


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 冨岡純
一 ・ 鈴木仁治 (JARI)， 佐藤研二
(東邦大)


(2) Safety Evaluation Tests of Lithium-Ion
Batteries in Vehicles－Investigetion of
Environmental Tests Method－


平成 22 年 11 月
EVS-25


前田清隆 ・ 高橋昌志 ・ 小松和則


(3) An Experimental Study on the Fire
Response of Vehicles with Compressed
Hydrogen Cylinders


平成 22 年 12 月
SAE International Journal of
Passenger Cars-Mechanical
Systems， 118-06， p.301-307
(2010)


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 冨岡純
一 ・ 鈴木仁治 (JARI)， 佐藤研二
(東邦大)


［講演］


(1) An idea for promoting EV Culture 平成 22 年 4 月
2010 電気自動車国際
Workshop


酒井孝之


(2) Study on the Fire Response of Vehicles
with Compressed Hydrogen Cylinders


平成 22 年 5 月
18th World Hydrogen Energy
Confrence 2010


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 鈴木仁治
(JARI)， 佐藤研二 (東邦大)
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(3) The Safety Evaluation Test of Lithium Ion
Batteries in Vehicles －Investigation of
Overcharge Test Method－


平成 22 年 7 月
In 15th International Meeting on
Lithium Batteries Meeting
Abstracts


高橋昌志 ・ 小松和則 ・ 前田清隆


(4) Effect of impurity(CO, H2S and NH3)
mixtures in the hydrogen on polymer
electrolyte fuel cell (PEFC) performance


平成 22 年 8 月
第 1 回 国際燃料電池サマーセ
ミナー2010


松田佳之 ・ 橋正好行 ・ 今村大
地 ・ 赤井泉明 (JARI)， 光島重徳
(横国大)


(5) Power System Modelling and Performance
Evaluation of Series/ parallel-type Plug-in
HEVs


平成 22 年 9 月
2010 IEEE Vehicle Power and
Propulsion Conference


Kazuki OCHIAI ・ Yusuke WADA ・
Yushi KAMIYA ・ Yasuhiro DAISHO
(Waseda Univ.)， 森田賢治 (JARI)


(6) Fire Spreading to the Adjoining Vehicles
with Hydrogen fueled Vehicle Fire


平成 22 年 9 月
International Conference on
Hydrogen Safety (ICHS2011)


田村陽介 ・ 高林 勝 ・ 竹内正
幸 ・ 三石洋之


(7) Development of Lifetime Estimation Model
for PEFC Load Cycling


平成 22 年 11 月
Clean Energy Technology
2010(6th International
Conference on Clean Coal
Technology and Fuel Cells)


麦倉良啓 ・ 浅野浩一 ・ 渡辺隆夫
(電中研)， 今村大地 ・ 大野和之
(JARI)


［投稿］


(1) An Overview of IEA Annex 19, Subtask B:
Experimental Data Bases Relevant to
Hydrogen Safety Standards Development


平成 22 年 5 月
18th World Hydrogen Energy
Confrence 2010


W.G.Houf (Sandia National Labo.)，
鈴木仁治 (JARI)


(2) CNG 車火災実験における PRD 作動時写
真提供協力依頼


平成 22 年 7 月
Finnish fire journal
Pelastustieto，Textbook of
fighting incidents with hazardous
chemicals 改訂版


Risto Lautkaski (Senior Research
Scientist (VTT， Finland)， 鈴木仁
治 ・ 田村陽介 (JARI)


(3) An Experimental Study on the Fire
Response of Vehicles with Compressed
Hydorgen Cylinders


平成 22 年 9 月
Fire & Safety Magazine


鈴木仁治 ・ 田村陽介 ・ 冨岡純一
(JARI)， 佐藤研二 (東邦大)


(4) AGEING TESTING PROCEDURES ON
LITHIUM BATTERIES IN AN
INTERNATIONAL COLLABORATION
CONTEXT


平成 22 年 11 月
EVS-25


MarioConte (ENEA)， 森田賢治
(JARI)， Fiorentino Conte (AITA
ustrian Institute of Technology)， Ira
Bloom (Argonne National
Laboratory)， Jens Groot (Volvo
Technology Corporation)，
Tomohiko Ikeya (CRIEPI)


《ITS》


［論文］


(1) Inter-vehicle Communication for Truck
Platooning(2nd Report)


平成 22 年 10 月
17th ITS World Congress
Busan 2010


関 馨 (JARI)， 浜口雅春 (沖電気
工業)


(2) An Integrated Simulator for Safe Drive
Dystem


平成 22 年 10 月
17th ITS World Congress
Busan 2010


関 馨 (JARI)， 高井峰生 (早稲田
大)


［講演］


(1) Development of fully Automated Platoon
System for New Freight Transport on
Highway


平成 22 年 10 月
17th ITS World Congress
Busan 2010


青木啓二


［投稿］


(1) Development of Automated Platooning
System Based on Heavy Duty Trucks


平成 22 年 10 月
17th ITS World Congress
Busan 2010
Final Program P93 TP058
T_AP01286


鈴木儀匡 ・ 北澄友之 ・ 堀巧実 ・
青木啓二 (JARI)， 深尾隆則 ・ 杉
町敏之 (神戸大)


《予防安全》


［論文］
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(1) Study of reproducing method of traffic
accident and conflict scene using actual
vehicle


平成 22 年 10 月
Human Factors and Ergonomics
Society Europe Chapter Annual
Meeting


田川 傑・内田信行


［講演］


(1) Empirical Approach to Risk Factors in
Rear-End Collision at Intersections -
Effect of Lead Vehicle Behavior on
Premature Decision of Following Driver -


平成 22 年 4 月
2010 SAE World Congress


田川 傑 ・ 内田信行 ・ 川越麻生
(JARI)， 阿賀正己 (自工会)


(2) DEVELOPMENT OF BUSES AND TAXIS
FOR THE ACCESSIBLE PUBLIC
TRANSPORTATION BASED ON
REGIONAL NEEDS


平成 22 年 6 月
12th International Conference on
Mobility and Transport for
Elderly and Disabled Persons


鎌田 実 (東大/高齢社会総合研究
機構)， 高井誠治 (国交省)， 横谷
靖 ・ 荒井紀博 ・ 中谷 有 (JARI)


(3) Naturalistic Driving Study for
Understanding Causes & Effects in Major
Crash Types in Japan


平成 22 年 8 月
SECOND INTERNATIONAL
SYMPOSIUM ON
NATURALISTIC DRIVING
RESEARCH


内田信行 ・ 川越麻生 ・ 田川 傑
(JARI)， 持田 勤 (自工会)


(4) Contributing factors in intersection
accidents involving a turning car and on-
coming motorcycle


平成 22 年 10 月
Human Factors and Ergonomics
Society Europe Chapter Annual
Meeting 2010


内田信行 ・ 田川 傑 ・ 川越麻生


《衝突安全》


［論文］


(1) Biomechanical Research for the Reduction
of Minor Neck Injuries during Rear-end
impacts - Human Volunteer Experiments
and Accident Reconstructionb Using
Human FE Model Simulations -


平成 22 年 6 月
FISITA2010 Conference


小野古志郎 ・ 佐藤房子 ・ 江島
晋 ・ 山崎邦夫 (JARI)，
J.A.Pramudia (東工大)， 金岡恒治
(早稲田)， 宇治橋貞幸 (東工大)


(2) Whole-Body Response to Pure Lateral
Impact


平成 22 年 11 月
STAPP Car Crash Journal


DavidLessley ・ Greg Shaw ・
Daniel Parent ・ Patrick Riley ・
Sergey Purtsezov ・ Mark Sochor ・
Thomas Gochenour ・ James
Bolton ・ Damien Subit ・ Matthew
Kingdig ・ Jeff Crandall ・ Carlos
Arregui-Dalmases (Univ. of
Navarra)， Koichi Kamiji ・ Tsuyoshi
Yasuki (自工会)， 高山晋一 ・ 小野
古志郎 (JARI)


(3) Development of the JAMA Human FE
Occupant Model in Low-Speed Rear-end
Impact


平成 22 年 9 月
IRCOBI 2010


佐藤房子 ・ アントナハコボ ・ 小野
古志郎 (JARI)， 上地幸一 ・ 安木
剛 (自工会)


［講演］


(1) Rib-cage Model using Image Based
Approach Developed for Chest Injury
Analysis


平成 22 年 8 月
6th World Congress on
Biomechanics


江島 晋 ・ 三上耕司 ・ 明神正雄，
小野古志郎


(2) Evaluation Criteria for the Reduction of
Minor Neck Injuries during Rear-end
Impacts


平成 22 年 8 月
The 6th World Congress of
Biomechanics


小野古志郎 ・ 江島 晋 ・ 山崎邦
夫 ・ 佐藤房子 (JARI)，
JonasA.Paramudita (東工大)， 金岡
恒治 (早稲田大)， 宇治橋貞幸 (東
工大)


(3) A method for the selection of conflict
situations from Drive video recorder's
Data


平成 22 年 9 月
Icrash 2010


今長 久 ・ 北島 創 ・ 鷹取 収 ・
荒井紀博
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(4) External Biofidelity in Lateral Impact:
Measurement of Global and Local Forces


平成 22 年 9 月
Icrash 2010


Daniel P. Parent ・ Greg Shaw ・
Jeff Crandall ・ David J. Lessley ・
Jim R. Bolton ・ Carlos Arregui-
Dalmases ・ Sergey Purtsezov ・
Patrick O. (Univ. of Virginia)，
Koichi Kamiji ・ Tsuyoshi Yasuki (自
工会)， 小野古志郎 ・ 高山晋一
(JARI)


(5) Analysis of the Procedures Taken by Fire-
Fighters when Rescuing Injured Occupants
from Damaged Vehicles


平成 22 年 10 月
DEKRA / VDI Symposium Safety
of Commercial Vehicles


すけ川佳弘


(6) Reduction of Minor Neck Injuries during
Rear-end Impacts : Evaluation Methods,
Selection of Neck Injury Parameters and
Its Criteria


平成 22 年 11 月
TUV Symposium/Neck Pain in
Car Crashes


小野古志郎 ・ 江島 晋 ・ 山崎邦
夫 (JARI)， J.A.Pramudita (東工
大)， 金岡恒治 (早稲田)， 宇治橋
貞夫 (東工大)


《社会経済／国際貢献》


［論文］


(1) Fuel Quality Monitoring System in
Indonesia: case study on gasoline quality
improvement
gasoline quality improvement


平成 22 年 9 月
International Journal of
Environmental and Waste
Management


廣田恵子


［講演］


(1) PM/NOx emissions considering vehicle
age and regulation from Bankok's
transport sector


平成 22 年 11 月
BAQ(Better Air Quality)2010


冨田幸佳 ・ 湊 清之 (JARI)， 福田
敦 (日本大)


(2) LCA of Ultra-lightweight Electric
Commuter Concept Car "C-ta" Lightened
by CFRP


平成 22 年 11 月
InInternational Conference on
EcoBalance 2010


鈴木徹也


《その他》


［講演］


(1) Application of road-profile enveloping
procedure to height-unevenness method
for predicting tire/road noise


平成 22 年 6 月
Proceedings of Inter-noise 2010


藤川達夫 ・ 押野康夫 (JARI)， 橘
秀樹 (千葉工大)


(2) Desirable road traffic noise for human
hearing


平成 22 年 8 月
ICA2010-The 20th International
Congress on Acoustics


橋本竹夫 (成蹊大）， 石山 武
(JARI)








評議員名簿


評議員（146 名） （平成 23 年 3月 31 日現在）


氏 名 所属および役職名
永 井 克 昌 いすゞ自動車㈱ 常務執行役員
髙 田 廣 川崎重工業㈱ 代表取締役常務取締役
中 山 隆 志 スズキ㈱ 代表取締役 専務取締役
北 川 尚 人 ダイハツ工業㈱ 取締役専務執行役員
小 野 昌 朗 ㈱東京アールアンドデー 取締役社長
渡 辺 捷 昭 トヨタ自動車㈱ 代表取締役副会長
山 下 光 彦 日産自動車㈱ 取締役副社長
竹 内 覚 ＵＤトラックス㈱ 代表取締役社長
鈴 木 孝 幸 日野自動車㈱ 技監
宮 脇 基 寿 富士重工業㈱ 常務執行役員
近 藤 広 一 本田技研工業㈱ 代表取締役会長


金 井 誠 太 マツダ㈱ 取締役専務執行役員


光 岡 章 夫 ㈱光岡自動車 代表取締役社長


上 杉 雅 勇 三菱自動車工業㈱ 常務取締役


鈴 木 孝 男 三菱ふそうトラック・バス㈱ 取締役会長


小 林 正 典 ヤマハ発動機㈱ 執行役員
天 野 洋 一 （社）日本自動車販売協会連合会 会長
金 井 昭 いすゞ自動車販売店協会 会長
加 藤 勝 廣 スズキ自動車販売店協会 会長
吉 澤 裕 全国スバル自動車販売協会 会長
川 井 正 次 全国マツダ販売店協会 会長
前 田 道 裕 ダイハツ自動車販売協会 会長
荒 畑 秀 夫 TCM㈱ 執行役社長
守 川 正 博 トヨタ自動車販売店協会 理事長
櫻 井 誠 己 日産自動車販売協会 副会長
原 田 信 介 ＵＤトラックス販売協会 会長
上 野 弘 文 日野自動車販売店協会 会長
後 藤 悦治郞 ホンダ自動車販売店協会 会長
ティム・タッカー フォードジャパンリミテッド 代表取締役社長兼 CEO
三 浦 潔 三菱自動車販売協会 会長
武 藤 幸 規 三菱ふそう自動車販売協会 会長
佐 藤 充 功 愛三工業㈱ 専務取締役
藤 森 文 雄 アイシン精機㈱ 取締役社長
塚 本 一 雅 アイシン・エイ・ダブリュ㈱ 取締役副社長
西 垣 順 充 曙ブレーキ工業㈱ 取締役専務執行役員
浅 野 總一郎 ㈱浅野歯車工作所 取締役相談役
齋 藤 治 彦 ㈱アドヴィックス 顧問・技監
アリ・オードバディ 市光工業㈱ 代表取締役社長
土 居 清 志 ＮＯＫ㈱ 専務取締役営業本部長
村 田 隆 昭 ㈱カーメイト 代表取締役会長兼社長
藤 田 善 三 河西工業㈱ 取締役会長
池 谷 和 久 ＫＹＢ㈱ 専務取締役
山 縣 秀 司 カルソニックカンセイ㈱ 技術顧問
鈴 木 俊 治 ㈱小糸製作所 専務取締役
松 沼 高 広 三桜工業㈱ 設計技術部部長
前 川 泰 久 ㈱ショーワ 取締役副社長
井 下 康 ジョンソンコントロールズ㈱ 代表取締役社長
豊 玉 英 樹 スタンレー電気㈱ 執行役員
徳 丸 祐 三 住友電気工業㈱ 常務執行役員
小 川 信 也 太平洋工業㈱ 取締役社長







氏名 所属および役職名
嘉 納 裕 躬 ㈱ティラド 代表取締役社長
杉 光 ㈱デンソー 専務取締役
清 水 良 朗 トピー工業㈱ 代表取締役社長
成 瀬 哲 夫 東海ゴム工業㈱ 代表取締役会長
加 藤 茂 ㈱東海理化 取締役副社長
大 野 光 政 東京濾器㈱ 代表取締役
石 川 忠 司 ㈱豊田自動織機 取締役会長
谷 村 隆 ㈱ニックス 輸送産機事業部部長
正 田 義 雄 日本精工㈱ 執行役常務


朝 香 聖 一 日本精工㈱ 取締役会長


加 藤 倫 朗 日本特殊陶業㈱ 代表取締役社長


玉 村 和 己 日本発条㈱ 代表取締役社長


髙 橋 重 夫 日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長


裏 辻 俊 彦 日本輸送機㈱ 取締役社長


寺 浦 實 ㈱ハイレックスコーポレーション 取締役社長


本 田 恭 彦 日立オートモティブシステムズ㈱ 専務取締役


真 柄 秀 一 プレス工業㈱ 代表取締役社長
佐 藤 文 俊 ㈱堀場製作所 常務取締役
石 田 耕 三 ㈱堀場製作所 代表取締役副社長
押 澤 秀 和 ボッシュ㈱ 専務取締役
連 哲 朗 ㈱ミクニ 開発本部 副本部長
阿久戸 庸 夫 ㈱ミツバ 代表取締役社長
加 藤 博 明 三菱電機㈱ 自動車機器事業部副事業部長
矢 崎 裕 彦 矢崎総業㈱ 代表取締役会長
栗 原 正 ヤマテ工業㈱ 取締役
小 泉 年 永 ㈱リケン 取締役会長
石 崎 義 一 愛知機械工業㈱ 取締役社長
服 部 哲 夫 関東自動車工業㈱ 取締役社長
山 田 博 文 岐阜車体工業㈱ 代表取締役社長
柴 田 計 ジェイ・バス㈱ 代表取締役社長
水 嶋 敏 夫 トヨタ車体㈱ 取締役会長
渡 辺 義 章 日産車体㈱ 取締役社長
矢 島 泰 市 彌榮精機㈱ 専務取締役


村 田 實 ㈱ヤマダコーポレーション 代表取締役社長


田 中 宏 明 住友ゴム工業㈱ 取締役常務執行役員
西 畑 進 東洋ゴム工業㈱ 取締役常務執行役員
森 本 芳 之 ㈱ブリヂストン 執行役員
鈴 木 俊 彦 横浜ゴム㈱ 取締役兼常務執行役員
天 坊 昭 彦 出光興産㈱ 代表取締役会長
松 村 秀 登 コスモ石油㈱ 取締役常務執行役員
久 保 浩 一 昭和シェル石油㈱ 研究開発部長
松 村 幾 敏 ＪＸ日鉱日石エネルギー㈱ 顧問
西 村 純 一 東燃ゼネラル石油㈱ 中央研究所 所長
安 川 彰 吉 愛知製鋼㈱ 代表取締役社長


川 田 豊 ㈱神戸製鋼所 専務取締役


林 田 英 治 JFE スチール㈱ 代表取締役社長
戸 﨑 泰 之 住友金属工業㈱ 取締役副社長
堀 江 均 大同特殊鋼㈱ 常務取締役
鈴 木 英 男 日新製鋼㈱ 代表取締役社長
平 山 正 之 新東工業㈱ 取締役会長
牧 野 二 郎 ㈱牧野フライス製作所 取締役社長
稲 村 純 三 ㈱明電舎 取締役社長







氏名 所属および役職名
山 本 功 一 ㈱明電舎 執行役員
池 内 弘 三洋電機㈱ 執行役員
伊 藤 繁 新神戸電機㈱ 執行役社長
上 岡 伸 行 ㈱GS ユアサ 常務取締役
野 口 直 人 パナソニック㈱エナジー社 役員 社長


鈴 木 泰 信 ＮＴＮ㈱ 取締役会長


田 紘 司 ㈱ジェイテクト 取締役会長
本 間 博 夫 ㈱不二越 取締役社長
石 村 和 彦 旭硝子㈱ 代表取締役兼社長執行役員
小 川 徹 セントラル硝子㈱ 自動車機材部長
出 原 洋 三 日本板硝子㈱ 代表取締役社長
酒 井 健 二 日本ペイント㈱ 代表取締役社長
島崎アレハンドロ BASF コーティングスジャパン㈱ 代表取締役社長
牧 野 明 次 岩谷産業㈱ 代表取締役社長
八 木 誠 関西電力㈱ 取締役社長
眞 部 利 應 九州電力㈱ 代表取締役社長
千 葉 昭 四国電力㈱ 取締役社長


松 枝 寛 祐 大陽日酸㈱ 代表取締役社長


山 下 隆 中国電力㈱ 取締役社長


水 野 明 久 中部電力㈱ 代表取締役社長 社長執行役員


勝 俣 恒 久 東京電力㈱ 取締役会長
海 輪 誠 東北電力㈱ 取締役社長
久 和 進 北陸電力㈱ 代表取締役社長
清 水 眞 ㈱アクアキャスト 取締役社長
中ノ森 賢 朗 沖電気工業㈱ 社会システム事業本部 ITS 推進センタ長
キニ グレン
マンスフィールド


㈱サイバー・ソリューションズ 代表取締役社長


田 中 良 一 田中電気㈱ 代表取締役
西 田 厚 聰 ㈱東芝 取締役会長
矢 野 薫 日本電気㈱ 代表取締役執行役員社長
津 賀 一 宏 パナソニック㈱ 代表取締役副社長
裏 辻 俊 彦 日本輸送機㈱ 取締役社長
山 本 正 已 富士通㈱ 代表取締役社長
中 村 隆 富士通テレコムネットワークス㈱ 代表取締役社長
重 松 崇 富士通テン㈱ 代表取締役社長
石 原 廣 司 古河電気工業㈱ 代表取締役会長
青 柳 友 三 ㈱新エィシーイー 代表取締役常務


吉 田 元 治 ㈱テクノバ 取締役社長


本 多 均 ㈱三菱総合研究所 常務執行役員
小 野 雅 道 ㈱小野測器 代表取締役社長
星 淑 夫 ㈱共和電業 専務取締役
生 沼 伸 夫 ㈱共和電業 技術本部自動車機器部 部長
児 玉 正 之 あいおい損害保険㈱ 代表取締役社長


岡 本 英 彌 TANAKA ホールディングス㈱ 代表取締役社長


山 口 学 ㈱関電工 取締役社長
若 林 伸 嗣 ㈱ＮＩＰＰＯ 執行役員


業種別 50 音順












(1) 役員名簿
理事（48 名），監事（2名） （平成 23 年 3月 31 日現在）


役 名 氏 名 所 属 及 び 役 職 名
理 事 長 志賀 俊之 日産自動車㈱ 最高執行責任者
副理事長 名尾 良泰 （一社）日本自動車工業会 副会長・専務理事


〃 岩波 利光 日本電気㈱ 代表取締役 執行役員副社長
〃 大野 智彦 中部電力㈱ 取締役専務執行役員
〃 小林 敏雄 （財）日本自動車研究所 所長


理 事 細井 行 いすゞ自動車㈱ 取締役社長
〃 鈴木 修 スズキ㈱ 代表取締役会長・社長
〃 伊奈 功一 ダイハツ工業㈱ 代表取締役社長
〃 張 富士夫 トヨタ自動車㈱ 代表取締役会長
〃 近藤 詔治 日野自動車㈱ 代表取締役会長
〃 伊東 孝紳 本田技研工業㈱ 代表取締役 社長
〃 山内 孝 マツダ㈱ 代表取締役 会長 社長兼 CEO
〃 益子 修 三菱自動車工業㈱ 代表取締役社長
〃 中倉 健二 （社）日本自動車タイヤ協会 会長
〃 信元 久隆 （社）日本自動車部品工業会 会長
〃 深谷 紘一 ㈱デンソー 取締役会長
〃 豊田 鐵郎 ㈱豊田自動織機 取締役社長
〃 佐野 隆 日本輸送機㈱ 常務取締役
〃 大沼 邦彦 日立オートモティブシステムズ㈱ 取締役社長
〃 中山 栄治 三菱電機㈱ 常務執行役
〃 辻 喜博 矢崎総業㈱ 取締役副社長
〃 片桐勇一郎 沖電気工業㈱ 社会システム事業本部交通防災システム事業部長
〃 中村 謙二 ㈱ＧＳユアサ自動車電池事業本部 直需営業部長
〃 渡 文明 ＪＸホールディングス株式会社 相談役
〃 森安 俊紀 ㈱東芝 執行役専務
〃 遠山 敬史 パナソニック システムネットワークス㈱ 代表取締役社長
〃 須山 寛 富士通㈱ 常務理事 産業ソリューションビジネスグループ
〃 中村 一則 古河電気工業㈱ 執行役員常務
〃 黒田 道雄 成蹊大学 名誉教授
〃 小野桂之介 中部大学 副学長
〃 香川 順 東京女子医科大学 名誉教授
〃 吉本 堅一 東京大学 名誉教授
〃 河野 通方 東京大学 名誉教授
〃 藤本 隆宏 東京大学 教授
〃 大聖 泰弘 早稲田大学大学院 教授
〃 永田 勝也 早稲田大学大学院 教授
〃 斉藤 明博 関西電力㈱ お客さま本部 副本部長
〃 藤井 浩 中国電力㈱ 取締役副社長
〃 藤原万喜夫 東京電力㈱ 取締役副社長
〃 早坂 栄二 東北電力㈱ 常務取締役
〃 本間 充 （社）電池工業会 会長
〃 北澤 通宏 （社）日本電機工業会 会長
〃 杉浦 精一 （財）日本自動車研究所 専務理事
〃 黒田 哲平 （財）日本自動車研究所 常務理事
〃 田中 利明 （財）日本自動車研究所
〃 岸田 栄二 （財）日本自動車研究所
〃 半田 茂 （財）日本自動車研究所
〃 吉田 泰 （財）日本自動車研究所


監 事 森 郁夫 富士重工業㈱ 代表取締役社長
〃 山内 康仁 アイシン精機㈱ 取締役副会長


業種別 50 音順









